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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年7月24日(2008.7.24)

【公表番号】特表2008-502624(P2008-502624A)
【公表日】平成20年1月31日(2008.1.31)
【年通号数】公開・登録公報2008-004
【出願番号】特願2007-515837(P2007-515837)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ   8/64     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ  19/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｑ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ   7/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   8/64    　　　　
   Ａ６１Ｑ  19/00    　　　　
   Ａ６１Ｑ   5/00    　　　　
   Ｃ０７Ｋ   7/06    ＺＮＡ　

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月5日(2008.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　化粧品および／または医薬品を製造するための、または化粧期間中に、内因性または外
因性皮膚劣化に対して皮膚および人毛を処置するための、または劣化した外観を防止する
ための、構造式：
Ｒ１-ＮＨ-ＡＡ-Ｒ２
〔式中、Ｒ１は、-Ｈ、または-ＯＨ、-ＳＨ、-ＣＯＯＨまたは-ＣＯＮＨ２基によって官
能化されていてもよい１～２４個の炭素原子を有する直鎖状飽和もしくは不飽和アシル基
または分枝状飽和もしくは不飽和アシル基、または官能基によって該ペプチドと結合した
ステロール基によって形成される群から選択され、
Ｒ２は、-ＯＨであるか、または該ＯＨ基は、１～２４個の炭素原子を有する直鎖状飽和
もしくは不飽和アルキル基または分枝状飽和もしくは不飽和アルキル基、またはステロー
ル基によって官能化されており、および
ＡＡは、ＰＴＨ領域(２８～３４)に対応する配列表の配列番号１のアミノ酸配列に完全に
または部分的に対応する〕
で示される副甲状腺ホルモンのペプチド断片および／またはペプチド断片の誘導体および
／またはペプチド断片の塩の使用。
【請求項２】
　ＡＡは、配列表の配列番号１の２～５位に対応するＰＴＨ領域(２９～３２)Ｇｌｎ-Ａ
ｓｐ-Ｖａｌ-Ｈｉｓ、またはｐＧｌｕ-Ａｓｐ-Ｖａｌ-Ｈｉｓを含んでなる、請求項１に
記載の使用。
【請求項３】
　Ｈｉｓは、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｎｌｅ(ノルロイシン)、Ｍｅｔ、Ｖａｌ、Ａｌａ、Ｔｒｐ
またはＰｈｅを含んでなる群から選択されるアミノ酸で置換することができる、請求項１
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または２に記載の使用。
【請求項４】
　式中、Ｒ１は、Ｈまたはアセチル基を示し、Ｒ２はＯＨであることを特徴とする、請求
項１～３のいずれかに記載の使用。
【請求項５】
　ペプチド断片は、化学的または酵素的合成によって、または微生物、植物または動物の
上記配列を含有する天然タンパク質の制御加水分解によって得られることを特徴とする、
請求項１～４のいずれかに記載の使用。
【請求項６】
　しわの形成と闘うのに、またはしわの後に残される痕跡を低減するのに、または真皮お
よび／または真皮／表皮接合(ＤＥＪ)を強化するのに、または皮下組織のセルライトの現
象を低減するのに、または癒しを促進するのに、またはヒト皮膚の(老化または外性因子
による)劣化によりもたらされる細胞数の低減と闘うのに、または毛細血管の再生を刺激
および／または再生して毛髪の脱落と闘うのに有効な調製物を製造するための、請求項１
～５のいずれかに記載の使用。
【請求項７】
　ＴＧＦβ１タンパク質(形質転換増殖因子)および／またはＴＧＦβ１に対して生物学的
応答を引き起こす細胞表面に存在する受容体の製造を刺激するのに、またはｍＲＮＡおよ
び母体タンパク質の製造を刺激するのに、または炎症と闘うのに有効な調製物を製造する
ための、請求項１～５のいずれかに記載の使用。
【請求項８】
　ｍＲＮＡおよび／またはタンパク質の製造を調節するのに、またはマトリックスを分解
するタンパク質を制御するのに、および／またはＴＩＭＰを制御するのに有効な調製物を
製造するための、請求項１～５のいずれかに記載の使用。
【請求項９】
　ペプチド断片またはペプチド断片の誘導体またはペプチド断片の塩を、０.０１～１０
００ｐｐｍの濃度で使用することを特徴とする、請求項１～８のいずれかに記載の使用。
【請求項１０】
　構造式：
Ｒ１-ＮＨ-ＡＡ-Ｒ２
〔式中、Ｒ１は、-Ｈ、または-ＯＨ、-ＳＨ、-ＣＯＯＨまたは-ＣＯＮＨ２基によって官
能化されていてもよい１～２４個の炭素原子を有する直鎖状飽和もしくは不飽和アシル基
または分枝状飽和もしくは不飽和アシル基、または官能基によって該ペプチドと結合した
ステロール基によって形成される群から選択され、
Ｒ２は、-ＯＨであるか、または該ＯＨ基は、１～２４個の炭素原子を有する直鎖状飽和
もしくは不飽和アルキル基または分枝状飽和もしくは不飽和アルキル基、またはステロー
ル基によって官能化されており、および
ＡＡは、ＰＴＨ領域(２８～３４)の配列表の配列番号１のアミノ酸配列に完全にまたは部
分的に対応し、
ただし、Ｒ２が-ＯＨとは異なる場合のみ、Ｒ１はＨであり、またはＲ２がＯＨである場
合、Ｒ１はＨとは異なる〕
で示される副甲状腺ホルモンのペプチド断片の誘導体を含有する化粧品。
【請求項１１】
　ＡＡは、配列表の配列番号１の２～５位に対応するＰＴＨ領域(２９～３２)Ｇｌｎ-Ａ
ｓｐ-Ｖａｌ-Ｈｉｓ、またはｐＧｌｕ-Ａｓｐ-Ｖａｌ-Ｈｉｓを含んでなる、請求項１０
に記載の化粧品。
【請求項１２】
　Ｈｉｓは、Ｌｅｕ、Ｉｌｅ、Ｎｌｅ(ノルロイシン)、Ｍｅｔ、Ｖａｌ、Ａｌａ、Ｔｒｐ
またはＰｈｅを含んでなる群から選択されるアミノ酸で置換することができる、請求項１
０または１１に記載の化粧品。
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【請求項１３】
　ペプチド断片は、化学的または酵素的合成によって、または微生物、植物または動物の
上記配列を含有する天然タンパク質の制御加水分解によって得られることを特徴とする、
請求項１０～１２のいずれかに記載の化粧品。
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